
一

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂

　
　
　
　
　

―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

坂

本

清

音

は
じ
め
に

同
志
社
と
岸
和
田
と
の
繋
が
り
の
第
一
歩
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
岸
和
田
の
元
大
名
岡
部
長
職
が
在
米
中
に
新
島
襄
に
あ
て

た
書
簡
（Springfield  M

ass., U
. S. A

., 1878. 5. 7

）
に
始
ま
る
。

岡
部
長
職
（
一
八
五
四
―
一
九
二
五
）
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
就
任
し
た
最
後
の
岸
和
田
藩
主
で
あ
っ
た
が
、
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
東
京
へ
移
り
、
さ
ら
に
四
年
後
（
明
治
八
年
）
に
は
、
留
学
の
た
め
渡
米
（
当
初
五
年

の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
局Y

ale

大
学
と Cam

bridge
大
学
で
八
年
学
び
、
明
治
十
六
年
帰
国
）。
先
に
渡
米
し
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
住
ん
で
い
た
叔
父
（
母
冬
青
の
実
弟
鳥
居
忠
文
）
―
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
で
学
ぶ
―
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。

岡
部
は
、
さ
ら
に
当
地
で
ド
ワ
イ
ド
・
ム
ー
デ
ィ
の
説
教
に
心
を
打
た
れ
て
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
春
に
は
ス
プ
リ
ン
グ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
のthe First Congregational Church

で
受
洗
し
、
そ
の
教
会
の
会
員
と
な
っ
た
。
最
初
は
す
ぐ
に
で
も
帰
国
し

て
旧
藩
士
へ
の
伝
道
を
企
て
た
が
、
現
地
の
友
人
の
忠
告
に
よ
り
、
帰
国
は
修
学
後
の
こ
と
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
新
島
に
書
簡



二

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

を
送
っ
て
、
岸
和
田
伝
道
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
、キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
は
さ
て
お
き
、こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
わ
り
が
皆
無
で
あ
っ
た
明
治
初
期
の
地
方
の
都
市
に
、

藩
主
の
一
通
の
書
簡
が
起
因
と
な
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
が
進
展
し
て
行
く
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
当
地
の
青
年
男
女
が
キ

リ
ス
ト
教
を
学
ぶ
た
め
に
同
志
社
の
生
徒
と
な
り
、
同
志
社
か
ら
の
応
援
を
得
、
か
つ
自
分
た
ち
の
働
き
で
、
岸
和
田
の
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
過
程
は
、
大
変
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

先
行
研
究
と
し
て
は
、
萩
原
俊
彦
に
よ
る
入
念
な
岸
和
田
研
究
が
あ
る（

１
）が

、
そ
れ
ら
は
、
山
岡
尹
方
（
一
家
）
と
山
岡
邦
三
郎
・

春
夫
妻
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
小
論
で
は
、
萩
原
論
考
で
は
十
分
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
同
志
社
女
学
校
関
係
者
―
主
と
し
て
、

岸
和
田
出
身
の
第
一
回
卒
業
生
二
人
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
―
の
動
向
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
山
岡
姉
妹
が
岸
和
田
伝
道
に
果
た

し
た
役
割
を
含
め
て
、
二
人
に
与
え
た
同
志
社
女
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
の
成
果
を
検
証
し
た
い
。

先
ず
は
背
景
と
な
る
明
治
十
年
代
の
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
岸
和
田
伝
道
の
状
況
を
、
萩
原
論
文
お
よ
び
『
岸

和
田
教
会
百
年
史
』
と
『
岸
和
田
市
史
』
第
四
巻
、
お
よ
び
『
熊
沢
友
雄
日
記
』
を
参
考
に
ま
と
め
て
お
く
。

Ⅰ 

明
治
初
期
の
泉
州
岸
和
田
伝
道
の
景
況

　
　

―
伝
道
開
始
の
明
治
十
一
年
か
ら
岸
和
田
教
会
創
立
の
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
ま
で
―

一
．
隆
盛
期
（
明
治
十
一
年
～
十
二
年
）

新
島
の
許
に
岡
部
長
職
か
ら
伝
道
依
頼
の
手
紙
が
届
い
た
の
は
、明
治
十
一
年
六
月
か
七
月（
発
信
は
五
月
七
日
）の
こ
と
で
あ
っ

た
。「
二
～
三
人
の
熱
心
な
働
き
手
」
を
岸
和
田
伝
道
に
送
り
出
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
で
あ
っ
た
が
、
手
紙
が
届
い
た
時
期
に
は

英
学
校
の
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
道
地
に
出
か
け
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
新
島
自
身
が
岸
和
田
に
出
向
く
こ
と
に
な
っ
た
（
七



三

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

月
二
十
日
～
二
十
八
日
）。
岸
和
田
で
は
、
同
じ
く
旧
藩
主
岡
部
長
職
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
て
い
た
山
岡
尹
方
と
宮
崎
八
郎
平

ら
が
待
機
し
て
お
り
、
新
島
は
そ
の
日
か
ら
岸
和
田
物
産
会
社
を
会
場
に
七
日
間
連
続
で
説
教
を
行
っ
た
。
聴
衆
は
日
を
追
う
ご

と
に
二
十
人
か
ら
四
十
人
、
さ
ら
に
一
〇
〇
人
へ
と
増
え
て
行
っ
た
が
、
何
日
た
っ
て
も
聴
衆
が
全
て
男
性
で
あ
る
こ
と
に
新
島

は
驚
い
た
。
そ
こ
で
「
私
は
男
子
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
と
同
様
、
女
子
の
皆
さ
ん
に
も
福
音
を
説
き
た
い
の
で
す
」
と
の
希
望
を

述
べ
、
そ
の
結
果
、
最
後
の
二
晩
（
二
十
六
・
二
十
七
日
）
は
、
女
性
の
た
め
の
特
別
集
会
が
持
た
れ
た
。
そ
こ
で
も
各
回
百
名
を

超
え
る
聴
衆
が
あ
っ
た
（『
新
島
襄
全
集
』
六
、一
九
一
頁
）。

そ
の
後
を
、
福
知
山
伝
道
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
山
崎
為
徳
が
引
き
継
ぎ
（
八
月
三
日
京
都
出
発
）、
約
一
カ
月
滞
在
し
て
ヨ
ハ

ネ
伝
の
講
義
を
し
た
。
そ
の
折
に
は
、
日
曜
か
ら
木
曜
は
男
性
対
象
、
金
曜
は
「
女
集
ま
り
の
説
教
日
」（『
七
一
雑
報
』
明
治

十
一
年
九
月
十
三
日
）
が
定
着
し
て
い
た
。
会
場
も
物
産
会
社
か
ら
時
習
社（

２
）へ

と
移
り
、
同
志
社
か
ら
海
水
浴
を
兼
ね
て
来
て
い

た
「
岸
和
田
キ
ャ
ン
プ
」
の
連
中
も
参
加
し
、
大
久
保
（
真
次
郎
）
や
上
原
（
方
立
）
ら
も
加
わ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
演
説
会
を

し
た
。
そ
し
て
、
八
月
三
十
一
日
に
山
崎
が
帰
京
し
て
一
週
間
も
経
た
な
い
九
月
六
日
に
は
、
岸
和
田
か
ら
七
名
の
生
徒
（
そ
の

う
ち
一
人
は
女
子（

３
））

が
同
志
社
で
学
ぶ
た
め
に
来
る
と
い
う
信
仰
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。
旧
藩
主
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
新
島
が
伝
道
に
赴
い
て
一
カ
月
半
と
い
う
猛
ス
ピ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
岡
部
長
職
か
ら
も
そ
の
年
の

九
月
二
十
八
日
付
で
、
早
々
と
新
島
に
礼
状
が
届
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、

又
ご
滞
留
中
、
婦
女
へ
も
別
段
御
説
教
被
下
候
由
、
右
等
万
縷
残
る
処
な
く
ご
注
意
に
て
、
泉
友
の
幸
福
は
申
す
に
及
ば
ず
、

小
生
に
於
て
も
幸
甚
之
至
に
御
座
候
、（『
新
島
襄
全
集
』
九
上
、
八
十
八
頁
）



四

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

と
、
と
り
わ
け
婦
女
子
へ
の
伝
道
を
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
岡
部
も
留
学
し
て
初
め
て
、
日
本
女
性
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
に
気

づ
い
て
心
を
痛
め
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
十
月
二
十
八
日
、
地
理
的
に
も
近
い
大
阪
の
沢
山
保
羅
や
宣
教
師
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
、
女
性
宣
教
師
グ
ー
ル
デ
ィ
が
伝
道

に
出
か
け
、
男
女
三
百
余
人
が
集
ま
っ
た
。
十
一
月
五
日
に
は
、
沢
山
は
新
婚
の
妻
た
か
を
同
伴
し
、
彼
女
は
女
性
た
ち
に
聖
書

の
説
明
、
讃
美
歌
指
導
を
行
っ
た
。

そ
の
年
十
二
月
二
日
に
は
、
グ
ー
ル
デ
ィ
と
新
島
八
重
が
伝
道
の
た
め
に
岸
和
田
を
訪
れ
た
。

（
前
略
）
万
事
懇
ろ
に
周
旋
さ
れ
又
集
の
手
筈
も
し
て
あ
り
し
と
見
へ
直す

ぐ

様さ
ま

十
二
三
人
の
処
女
来
た
り
し
か
ば
夫
よ
り
讃
美
歌

を
教
し
が
始
に
て
追
々
男
児
も
集
ま
る
様
に
な
り
午
前
も
午
後
も
讃
美
歌
を
お
し
へ
其
夜
は
自
由
社
（
マ
マ
）
に
て
説
教
さ

れ
た
り
又
土
地
の
風
俗
と
見
へ
男
女
席
を
一
ツ
に
せ
ず
婦
人
は
説
教
に
聴
聞
に
来
も
衾ふ

す
まの

影
に
坐
り
、
顔
を
顕
は
さ
ざ
り
し

が
此
度
は
女
教
師
の
事
ゆ
え
始
て
衾
を
取
は
ず
し
顔
を
見
せ
し
由

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。（『
七
一
雑
報
』明
治
十
一
年
十
二
月
二
十
日
）（
傍
点
坂
本
）

と
、
女
性
に
よ
る
女
性
対
象
の
伝
道
な
ら
で
は
の
効
果
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
日
、
沢
山
が
説
教
し
た
時
に
は
、「
聴
聞
人

は
常
に
倍
し
て
凡
そ
七
百
人
も
集
り
さ
し
も
広
き
演
説
館
も
立
錐
の
地
な
き
に
至
れ
り
と
」（
同
上
）
と
い
う
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
大
阪
か
ら
は
定
期
的
に
伝
道
が
行
わ
れ
た
。

二
．
迫
害
期
（
明
治
十
三
年
）

上
記
の
よ
う
な
景
況
を
受
け
て
、
翌
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
に
同
志
社
神
学
校
第
一
回
の
卒
業
生
と
な
っ
た
下
村
孝

太
郎
が
伝
道
師
と
し
て
着
任
し
、
岸
和
田
の
近
況
を
「
近
頃
は
聴
衆
お
ほ
き
時
は
三
十
人
位
よ
ろ
こ
ば
し
き
事
は
毎い

つ

も
同
じ
顔
を



五

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

見
る
こ
と
な
り
右
の
中う

ち

士
族
多
し
士
族
も
上
等
な
り
之
は
旧
知
事
公
の
勧

す
す
めに

よ
り
し
者
が
一
週
間
に
二
度
会
読
あ
り
安
息
日
に
は

説
教
或
は
聖
書
の
証
拠
を
読
む
」（『
七
一
雑
報
』
明
治
十
二
年
十
月
十
七
日
）
と
報
じ
、
旧
藩
主
岡
部
長
職
側
近
の
者
た
ち
を
中

心
に
し
て
着
実
に
キ
リ
ス
ト
教
が
根
付
い
て
行
く
様
を
喜
ん
で
報
告
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
二
月
、「
旧
知
事
岡
部
公
よ
り
教
育
資
本
と
し
て
三
千
円
を
給
与
せ
ら
れ
之
を
以
っ
て
同

志
社
卒
業
生
下
村
氏
を
聘
し
」（『
七
一
雑
報
』
明
治
十
三
年
七
月
二
十
三
日
）
て
、「
時
習
舎
英
和
学
校
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ま

す
ま
す
快
調
の
筈
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
学
校
は
わ
ず
か
半
年
で
閉
校
の
憂
き
目
を
み
る
。
萩
原
は
、
山
岡
尹
方
が
堺
県
に
提
出
し

た
私
塾
「
開
設
御
届
」、
同
じ
く
、
山
岡
に
よ
る
「
伺
書
」
を
引
証
し
、
舍
則
と
教
則（

４
）を

つ
け
て
開
校
の
様
子
を
詳
述
し
て
い
る
が
、

「
時
習
舎
英
和
学
校
」
は
「
同
年
八
月　

党
派
起
リ　

反
対
党
ノ
迫
害
ス
ル
処
ト
ナ
リ　

有
志
輩
瓦
解
シ　

又
集
輯
ス
ル
能
ハ
サ
ル

ニ
至
リ　

下
村
氏
モ
亦
去
ッ
テ
肥
後
熊
本
ニ
帰
ル
」（『
岸
和
田
教
会
百
年
史
』
二
十
二
頁
）
と
い
う
悲
惨
な
状
態
で
終
わ
っ
た
。

旧
藩
士
の
間
で
、
特
に
藩
主
の
信
頼
を
受
け
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
を
拡
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
山
岡
ら
に
対
す
る
、
他
の
藩
士
た

ち
の
反
発
が
強
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
頃
な
お
キ
リ
ス
ト
教
に
共
感
を
示
す
も
の
た
ち
は
「
山
岡
党
」
と
呼
ば

れ
て
異
端
視
さ
れ
た
こ
と
、
尹
方
の
三
女
満
寿
が
幼
少
の
頃
、「
ヤ
ソ
の
山
岡
や
あ
い
」
と
子
供
ら
に
い
じ
め
ら
れ
、
石
を
投
げ
ら

れ
た
こ
と
な
ど
（
萩
原
「
明
治
十
年
代
」
一
五
一
―
三
頁
）
は
、
こ
の
時
期
の
岸
和
田
で
の
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
の
歴
史
の
一
端
を

示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
．
復
興
期
（
明
治
十
三
年
十
月
～
十
八
年
）

学
校
こ
そ
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
信
仰
の
芽
は
決
し
て
潰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
カ
月
後
に
は
大
阪
の
上
代
知
新
に
よ
っ

て
伝
道
が
再
開
さ
れ
た
し
、
翌
春
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
四
月
に
は
、
四
十
歳
の
山
岡
尹
方
が
前
年
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
、

同
志
社
の
邦
語
速
成
神
学
科
（
後
の
別
科
神
学
科
）
に
入
学
し
た
。
こ
れ
は
、山
岡
の
信
仰
に
対
す
る
本
気
度
を
表
す
も
の
で
あ
り
、



六

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

岸
和
田
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
と
っ
て
、
前
途
に
希
望
を
も
た
ら
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。
同
年
、
す
で
に
長
老
派
ノ
ッ
ク
ス
宣
教

師
か
ら
受
洗
し
て
い
た
長
男
邦
三
郎
も
、
東
京
の
築
地
大
学
を
中
退
し
て
同
志
社
に
転
校
し
た
。

そ
の
後
は
、
逆
に
迫
害
期
の
試
練
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
求
道
心
は
一
層
堅
固
に
な
り
、「
最
初
伝
道
の
は
じ
ま
り
し

頃
ほ
ど
聴
衆
は
あ
ら
ざ
る
も
、
当
時
の
聴
衆
は
人
に
つ
れ
て
来
り
し
者
、
今
の
は
、
自
ら
求
め
て
来
る
も
の
な
れ
ば
、
虚
実
其
位

を
異
に
す
る
こ
と
大
な
り
」（『
岸
和
田
教
会
百
年
史
』
二
十
六
頁
）
と
、
自
発
的
な
求
道
と
伝
道
の
両
活
動
が
再
燃
し
て
き
た
様

子
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
島
之
内
教
会（

５
）で

の
山
岡
尹
方
の
受
洗
（
明
治
十
五
年
九
月
十
日　

ジ
ョ
ン
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

宣
教
師
よ
り
）
に
次
い
で
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
七
月
二
十
八
日
に
は
、
同
じ
く
島
之
内
教
会
で
六
名
（
尹
方
の
妻
左
居

を
含
む
）
が
宮
川
経
輝
牧
師
よ
り
受
洗
、
翌
年
六
月
十
日
に
は
、
九
名
が
上
原
方
立
仮
牧
師
よ
り
受
洗
す
る（

６
）な

ど
、
続
々
と
岸
和

田
出
身
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
増
え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
同
日
、
上
原
仮
牧
師
の
按
手
礼
が
島
之
内
教
会
で
行
わ
れ
る
と
い
う
順
調

な
出
だ
し
で
あ
っ
た
の
だ
が
、後
出
す
る
よ
う
に
、明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
に
山
岡
登
茂
と
結
婚
し
た
ば
か
り
の
上
原
は
、

新
婚
生
活
約
二
十
日
後
の
十
月
十
五
日
に
腸
チ
フ
ス
に
罹
っ
て
急
逝
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
志
社
か
ら
岸
和
田
へ
派
遣
さ

れ
る
仮
牧
師
た
ち
は
短
期
間
で
交
替
し
つ
つ
も
、
上
原
→
松
尾
敬
吾
→
片
桐
清
吉
と
続
き
、
い
よ
い
よ
明
治
十
八
年
に
は
そ
れ
ま

で
島
之
内
教
会
の
岸
和
田
講
義
所
だ
っ
た
も
の
が
、
独
立
し
て
岸
和
田
基
督
教
会
と
な
る
（
九
月
十
七
日
）。
初
代
牧
師
は
、
宮
川

経
輝
牧
師
の
斡
旋
で
西
宮
教
会
か
ら
戸
川
安や

す
い
え宅

牧
師
が
着
任
し
、
会
員
二
十
名
（
内
訳
は
、
母
教
会
島
之
内
教
会
か
ら
の
転
籍

十
五
名
、
当
日
受
洗
者
三
名
に
、
戸
川
牧
師
夫
妻
）
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

萩
原
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
明
治
初
期
岸
和
田
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
は
、
封
建
時
代
以
降
の
藩
主
の
権
勢
下

に
あ
っ
た
上
級
士
族
を
受
け
皿
と
し
て
成
功
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。



七

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

Ⅱ　

岸
和
田
か
ら
同
志
社
女
学
校
へ
来
た
生
徒
た
ち

一
．
女
生
徒
の
出
自
―
岸
和
田
藩
士
の
重
鎮
、
山
岡
家
と
田
代
家

岸
和
田
か
ら
の
同
志
社
女
学
校
生
第
一
号
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
一
年
九
月
六
日
に
初
め
て
京
都
に
や
っ
て
き
た
七
名
の
生
徒
の

内
の
一
人
、
山
岡
登
茂
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
山
岡
尹
方
と
左
居
（
兄
邦
三
郎
の
母
、
於
右
左
の
妹
で
、
姉
没
後
、
尹
方
と
再
婚
）
の
間

の
第
一
子
で
、
長
女
で
あ
る
。
他
に
妹
二
人
（
京
と
満
寿
）
が
い
て
、
次
女
の
京
も
姉
の
後
を
追
っ
て
す
ぐ
に
同
志
社
女
学
校
に
入
学

し
た
。

山
岡
尹
方
（
一
八
四
〇
―
一
九
一
五
）
は
岸
和
田
藩
士
田
中
文
右
衛
門
の
次
男
で
、
山
岡
尹
達
の
養
子
と
な
り
、
岸
和
田
藩
大

参
事
、
堺
県
権
典
事
な
ど
を
歴
任
。
熊
沢
友
雄
の
従
兄
弟
に
当
た
る
。
熊
沢
と
共
に
時
習
社
の
運
営
に
あ
た
っ
た
実
業
家
。
明
治

十
一
年
、
国
立
五
十
一
銀
行
の
創
立
に
関
わ
り
、
ま
た
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
第
一
煉
瓦
製
造
会
社
を
設
立
し
て
初
代
社

長
に
就
任
す
る
な
ど
、
郷
土
の
近
代
産
業
の
育
成
に
も
尽
力
し
た
。
藩
主
岡
部
長
職
の
命
を
受
け
て
、
岸
和
田
へ
の
キ
リ
ス
ト
教

受
容
に
最
も
熱
心
な
一
人
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
四
十
歳
で
同
志
社
邦
語
神
学
科
に
入
学
し
、
明
治
十
五
年
に
は
岸
和
田
で

最
初
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、
七
十
五
歳
で
没
す
る
ま
で
模
範
的
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
礎
を
築
い
た
。

『
岸
和
田
教
会
百
年
史
』（
二
十
九
頁
）
の
記
述
に
、
築
地
大
学
を
中
退
し
て
同
志
社
に
転
校
し
て
い
た
尹
方
の
長
男
、

山
岡
邦
三
郎
は
、［
明
治
十
五
年
］
七
月　

同
志
社
が
夏
季
休
暇
に
な
る
と
、
三
日
（
月
）
午
前
六
時
十
分
の
汽
車（

７
）で

、
京
都

を
発
ち
、
そ
の
日
正
午
、
岸
和
田
に
着
い
た
。（
中
略
）
今
度
は
、
同
志
社
女
学
校
在
学
の
少
女
五
名
、
す
な
わ
ち
妹
の
登
茂

と
京
、
田
代
が
ふ
た
り
、
ほ
か
に
黒
川
を
連
れ
て
も
ど
っ
て
き
た
。



八

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

と
あ
る
通
り
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
七
月
に
は
山
岡
家
の
姉
妹
だ
け
で
な
く
、
田
代
環
の
娘
二
人
、
初
と
つ
ぎ
、
そ
し
て

黒
川
某
の
五
名
が
女
学
校
に
在
学
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
同
年
六
月
に
は
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
は
同
志
社
女
学

校
第
一
回
卒
業
生
と
な
っ
て
お
り
、
も
う
一
年
英
書
科
で
学
ぶ
田
代
初
は
と
も
か
く
、
山
岡
登
茂
に
と
っ
て
、
今
回
は
女
学
生
と

し
て
最
後
の
帰
省
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
田
代
が
ふ
た
り
」
の
父
、
田
代
環
（
一
八
三
六
―
一
九
一
四
）
も
岸
和
田
藩
士
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
彼
は
旧
豊
橋
藩
士
石
井
鶴

翁
の
四
男
で
、
幼
名
を
金
四
郎
と
い
っ
た
。
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
、
岸
和
田
藩
士
田
代
家
の
養
子
と
な
り
、
四
年
後
の
明
治

元
年
、
家
督
を
継
い
で
環
と
改
め
た
。『
岸
和
田
志
』
に
は
「
性
剛
直
事
ニ
臨
ミ
テ
能
ク
断
ズ
、
又
武
事
ニ
長
ジ
体
躯
鉄
ノ
如
シ
」

（
四
一
八
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
岸
和
田
公
議
人
・
大
参
事
で
集
議
院
の
議
員
な
ど
の
要
職
に
就
き
、
藩
政
の
改
革
に
力
を
発

揮
し
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
七
月
に
廃
藩
と
な
る
と
堺
県
に
出
て
出
仕
し
、
明
治
十
一
年
に
は
国
立
五
十
一
銀
行
の
創
立

に
関
わ
り
取
締
役
と
な
っ
た
。
明
治
十
五
年
北
海
道
集
治
監
副
典
獄
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
は
職
を
辞
し

て
郷
里
に
帰
省
し
た
。
明
治
二
十
五
年
に
は
岸
和
田
紡
績
会
社
の
創
業
に
も
関
わ
っ
た
。
田
代
環
も
若
い
こ
ろ
は
、
時
習
社
の
集

ま
り
に
よ
く
顔
を
出
し
て
い
た
。
晩
年
は
謡
曲
俳
句
な
ど
に
親
し
み
、
悠
々
自
適
の
余
生
を
楽
し
ん
だ
。

二
．
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
書
簡
の
中
の
「
岸
和
田
の
少
女
た
ち
」

Ａ
・
Ｊ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
は
同
志
社
女
学
校
初
代
の
女
性
宣
教
師
で
あ
り
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
か
ら
十
六
年
ま
で

同
志
社
女
学
校
「
校
長（

８
）」

と
し
て
の
責
任
を
担
っ
た
。
登
茂
と
初
は
、
在
学
期
間
中
ず
っ
と
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
か
ら
寮
生
活
を

通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
を
学
び
、
讃
美
歌
も
日
・
英
語
で
上
手
に
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

宣
教
師
た
ち
は
本
国
で
支
援
活
動
を
し
て
く
れ
て
い
る
団
体
（
の
代
表
者
）
に
し
ば
し
ば
手
紙
を
書
い
て
、「
京
都
ホ
ー
ム
」
―
同

志
社
女
学
校
は
、
宣
教
師
文
書
の
中
で
は
、
し
ば
し
ば
「
京
都
ホ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
―
の
様
子
を
知
ら
せ
て
い
た
。
以
下
に
、「
岸



九

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

和
田
の
少
女
た
ち
」
が
登
場
す
る
書
簡
を
、『
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
時
代
の
同
志
社
女
学
校
（
1
8
7
6
年
―
1
8
9
3
年
）
―
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
文
書
を
ベ
ー
ス
に
し
て
―
』
上
巻
（
同
志
社
女
子
大
学
史
料
室
叢
書
Ⅱ　

二
〇
一
〇
年
）
か
ら
引
用
す
る
。

①
ア
レ
ン
夫
人
宛　

1
8
7
8
・
12
・
20
（
C
―
33
～
36
）

女
学
校
で
一
番
年
下
の
十
一
歳
の
少
女
［
山
岡
京
］
が
故
郷
の
両
親
と
祖
母
宛
に
「
早
く
イ
エ
ス
様
を
信
仰
し
て
く
だ

さ
い
」
と
手
紙
を
書
き
、
グ
ー
ル
デ
ィ
と
新
島
夫
人
が
彼
女
の
故
郷
へ
行
っ
た
時
に
聞
い
て
い
た
話
を
、
繰
り
返
し
伝

え
ま
し
た
。
家
族
の
人
た
ち
は
少
女
の
話
を
熱
心
に
聞
き
、
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

②
ミ
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド
宛　

1
8
7
9
・
1
・
6
（
C
―
36
～
37
）

今
し
が
た
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
下
駄
の
音
と
共
に
「
た
だ
今
」
と
い
う
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
、
二
人
の
少
女
が
岸

和
田
か
ら
帰
寮
し
て
来
た
の
が
分
か
り
ま
す
。
岸
和
田
は
若
い
大
名
、
岡
部
さ
ん
の
故
郷
で
、
彼
の
要
請
を
受
け
て
新

島
氏
が
伝
道
に
出
か
け
大
勢
の
聴
衆
を
集
め
た
場
所
で
す
。
新
島
夫
人
と
グ
ー
ル
デ
ィ
も
、
最
近
、
岸
和
田
伝
道
に
出

か
け
た
こ
と
は
お
聞
き
及
び
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

③
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
の
友
人
宛　

1
8
7
9
・
3
・
18
（
C
―
42
～
45
）

新
島
夫
人
は
今
日
の
午
前
中
に
、
二
人
の
少
女
を
連
れ
て
、
彼
女
た
ち
の
郷
里
、
岸
和
田
へ
行
か
れ
ま
し
た
。（
中
略
）

そ
こ
で
は
、
夏
休
み
以
来
、
二
週
間
ご
と
に
説
教
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
の
友
人
宛　

1
8
7
9
・
4
・
5
（
C
―
45
～
50
）

新
島
夫
人
は
、
休
暇
に
な
っ
た
の
で
帰
郷
す
る
女
生
徒
二
人
に
付
き
添
っ
て
、
岸
和
田
に
行
か
れ
ま
し
た
。（
中
略
）
夫

人
は
当
地
の
人
々
に
説
明
し
た
り
話
し
か
け
た
り
す
る
の
に
、
二
人
の
少
女
が
助
け
に
な
る
と
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま



一
〇

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

し
た
。
二
人
は
讃
美
歌
を
歌
う
と
き
に
は
本
当
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
の
二
人
は
去
年
の
九
月
に
入
学
し
た
の
で
す
が
、

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
に
は
、
彼
女
た
ち
が
こ
こ
京
都
で
も
歌
う
の
が
大
好
き
な
「
世
の
光
な
る
イ
エ
ス
」
や
「
イ
エ
ス

の
許
に
来
な
さ
い
」
な
ど
の
英
語
の
讃
美
歌
を
現
地
で
歌
い
ま
し
た
。
二
人
の
内
の
一
人
［
山
岡
京
］
は
僅
か
十
歳
で
、

身
体
つ
き
も
小
さ
く
華
奢
で
す
が
、
心
の
中
に
は
神
様
へ
の
愛
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
お
り
、
そ
の
愛
の
力
で
生
来

の
は
に
か
み
癖
を
乗
り
越
え
て
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。
帰
寮
に
際
し
、二
人
の
新
入
生
［
田
代
初
と
つ
ぎ
、

ま
た
は
黒
川
某
？
］
を
連
れ
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

以
上
の
書
簡
か
ら
、
岸
和
田
の
女
生
徒
た
ち
が
帰
郷
し
た
折
に
は
、
グ
ー
ル
デ
ィ
や
新
島
八
重
の
伝
道
の
手
助
け
を
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
な
お
八
重
は
こ
の
時
期
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
晩
年
ま
で
山
岡
家
と
は
親
交
が
あ
っ
た
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）

年
一
月
二
十
一
日
に
岸
和
田
教
会
で
「
新
島
先
生
ノ
記
念
日
」
の
説
教
会
が
あ
っ
た
時
に
は
、
八
重
は
牧
野
虎
次
に
同
行
し
て
山

岡
家
に
宿
泊
、
翌
日
、
泉
南
高
等
女
学
校
で
講
演
を
し
て
い
る
。

Ⅲ　
「
岸
和
田
の
少
女
た
ち
」
が
同
志
社
女
学
校
で
得
た
も
の

一
．
創
設
期
の
「
京
都
ホ
ー
ム
」
に
在
籍
し
て
い
た
女
生
徒
た
ち

「
京
都
ホ
ー
ム
」
が
柳
原
前
光
邸
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
明
治
九
年
十
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
が
、
第
一
回
の
卒
業
式
を
挙
行

出
来
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
明
治
十
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
書
簡
に
は
、
伊
勢
か
ら

来
た
本
間
重
慶
の
許
婚
本
間
春
や
大
西
静
子
、
熊
本
洋
学
校
で
学
ん
だ
伊
勢
宮
・
徳
富
初
、
お
よ
び
下
村
孝
太
郎
の
姉
妹
下
村
ち
き
・

す
え
、
市
内
か
ら
は
山
本
覚
馬
の
長
女
峰
・
高
松
仙
等
々
二
十
名
を
超
え
る
生
徒
名
が
折
々
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
上
記
生
徒
の
内
、



一
一

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

高
松
仙
を
除
い
て
全
て
が
女
学
校
を
中
退
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
入
学
の
時
期
は
比
較
的
遅
か
っ
た
岸
和
田
出
身
の
山

岡
登
茂
（
明
治
十
一
年
）
と
田
代
初
（
明
治
十
二
年
）
が
、
第
一
回
卒
業
生
五
名
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
特
記
に
値
す
る
。

そ
の
登
茂
が
妹
と
共
に
、
学
校
の
休
み
に
は
岸
和
田
に
戻
っ
て
伝
道
の
手
助
け
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
書

簡
で
紹
介
し
た
が
、
で
は
彼
女
た
ち
は
学
校
で
ど
ん
な
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
．
当
時
の
同
志
社
女
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育

こ
の
時
期
の
学
校
生
活
の
日
常
の
記
録
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
「
京
都
ホ
ー
ム
」
の
キ
リ
ス
ト
教
女

子
教
育
の
責
任
者
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
を
始
め
女
性
宣
教
師
た
ち
が
本
国
に
送
っ
た
報
告
書
の
中
で
あ
る
（
前
掲
書
参

照
）。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
宣
教
師
が
日
本
の
女
性
に
は
、
次
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
訓
練
が
必
要
と
考
え
た
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。（L

ife and L
ight for W

om
an  

1
8
8
2
年
3
月
号 『
前
掲
書
』
L
―
1
0
7
）

・
親
切
で
円
満
な
女
性
ら
し
い
性
格
を
養
い
育
て
る
こ
と

・
身
体
を
大
切
に
扱
う
こ
と

・
う
そ
を
つ
く
習
慣
を
止
め
る
こ
と
を
教
え

・
本
当
の
意
味
で
の
謙
遜
を
身
に
つ
け

・
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
導
く
こ
と

・
女
性
の
影
響
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
を
示
し
て
、
自
ら
慷
慨
心
を
持
ち
、
自
ら
の
人
生
を
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
賜
物
・
特
権
と

し
て
積
極
的
に
生
き
る
よ
う
訓
練
す
る
こ
と



一
二

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

特
に
最
後
の
二
項
目
は
、
当
時
、
日
本
女
性
の
規
範
と
さ
れ
て
い
た
儒
教
的
な
生
き
方
、
す
な
わ
ち
「
三
従
の
教
え
」
に
縛
ら

れ
て
卑
屈
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
女
性
た
ち
に
は
新
鮮
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
女
生
徒
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
通
し
て
、

確
か
に
自
分
の
生
き
方
に
自
信
を
持
ち
積
極
的
に
生
き
る
道
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
始
め
た
に
違
い
な
い
。
し

か
も
、
そ
の
訓
練
を
、
寮
生
活
の
中
で
、
頭
だ
け
で
な
く
身
体
を
通
し
て
受
け
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
同

志
社
女
学
校
で
学
ん
だ
女
生
徒
た
ち
の
生
き
方
は
根
本
か
ら
変
え
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
に
よ
る
「
京
都
ホ
ー
ム
」
の
年
間
報
告
書
（
明
治
十
四
年
五
月
）
の
中
に
は
、
生
徒
た
ち
が
ハ
ナ
・
モ
ア（

９
）

や
メ
リ
ー
・
ラ
イ
オ
ン（

（（
（

を
理
想
と
し
て
、
他
人
の
た
め
に
働
く
と
い
う
気
持
ち
と
熱
心
さ
を
体
得
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
マ
ウ
ン
ト
・

ホ
リ
ヨ
ー
ク
方
式
を
取
り
入
れ
て
、
生
徒
に
は
全
員
に
毎
日
の
家
事
分
担
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
一
人
の
教
師

は
毎
日
一
時
間
、
も
う
一
人
の
教
師
は
給
費
生
を
監
督
す
る
た
め
に
毎
日
二
時
間
余
計
に
働
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。

三
．
当
時
の
学
科
編
成

二
人
の
卒
業
す
る
二
年
前
の
明
治
十
三
年
度
は
、来
日
三
年
後
に
、や
っ
と
京
都
に
居
住
許
可
の
下
り
た
Ｆ
・
パ
ー
ミ
リ
ー
が
加
わ
っ

て
、
創
立
以
来
孤
軍
奮
闘
を
強
い
ら
れ
て
い
た
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
と
、
日
本
人
教
師
宮
川
経
輝
、
加
藤
勇
次
郎
を
含
め
て
、
初
め

て
女
学
校
が
四
人
体
制
で
の
運
営
が
可
能
と
な
り
、
生
徒
数
も
三
十
三
名
を
数
え
た
女
学
校
第
一
期
隆
盛
期
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
同
志
社
女
学
校
の
学
則
を
見
て
み
よ
う
。
女
学
校
最
初
の
学
則
は
、
明
治
十
二
年
六
月
に
英
学
校
第
一
回
卒
業
生
（
十
五

名
全
員
が
熊
本
バ
ン
ド
）
の
宮
川
経
輝
（
卒
業
式
の
演
説
題
が
「
女
子
教
育
論
」）
が
女
学
校
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
急
速
に
整

備
さ
れ
、
翌
十
三
年
六
月
の
「
広
告
」
に
は
、
学
科
課
程
表
が
初
め
て
公
表
さ
れ
た
（『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一　

三
一
三
―

六
頁
）。
修
業
年
限
が
邦
語
科
は
三
年
、
英
書
科
は
四
年
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。



一
三

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

し
か
も
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
が
本
国
に
報
告
し
た
明
治
十
三
年
度
の
日
課
表
に
よ
る
と
、
福
音
書
・
黙
示
録
・
使
徒
書
簡
な

ど
が
毎
日
学
ば
れ
て
お
り
、
新
島
の
奨
励
が
週
に
一
回
あ
っ
た
こ
と
、
放
課
後
に
は
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
・
レ
ッ

ス
ン
と
パ
ー
ミ
リ
ー
に
よ
る
体
操
が
毎
日
、
講
義
所
で
の
伝
道
の
た
め
の
教
案
作
り
が
週
に
一
度
の
割
合
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（A
nnual Report of K

ioto Girls' School, M
ay 1881

）

二
人
と
も
、
先
ず
第
一
期
生
と
し
て
邦
語
科
を
卒
業
す
る
の
で
あ
る
が
、
卒
業
時
に
は
全
員
が
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
発
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
山
岡
登
茂
の
書
い
た
卒
業
エ
ッ
セ
イ
「
責
任
」
は
、
好
運
な
こ
と
に
現
物
が
残
っ
て
い
る
（
後
出
）
が
、

田
代
初
の
「
人
間
最
上
乃
目
的
」
は
残
存
し
て
い
な
い（

（（
（

。

前
述
の
通
り
、
田
代
初
の
入
学
は
、
山
岡
家
の
登
茂
・
京
姉
妹
が
同
志
社
女
学
校
で
学
び
始
め
て
一
年
後
の
明
治
十
二
年
、
ち
ょ

う
ど
宮
川
経
輝
が
女
学
校
に
就
任
し
、
学
制
が
整
備
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
初
は
、
登
茂
よ
り
遅
く
入
学
し
て
、
同
時
に
第
一
期

生
と
し
て
卒
業
し
た
の
だ
か
ら
、
創
立
時
か
ら
い
た
生
徒
全
員
を
含
め
て
在
学
年
間
は
一
番
短
く
て
卒
業
し
た
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
初
は
、
五
名
の
一
期
生
の
中
か
ら
、
高
松
仙
と
二
人
だ
け
も
う
一
年
学
ん
で
、
第
二
期
生
と
し
て
英
書
科
も
卒
業
し
て
い
る
。

初
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
別
稿
で
扱
う
学
内
奨
励
の
ま
と
め
「
話
之
覚
」
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
彼
女

の
勉
強
意
欲
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
初
も
登
茂
も
邦
語
科
を
卒
業
時
に
は
、
す
で
に
第
一
公
会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
た（

（（
（

。

Ⅳ　

卒
業
後
の
山
岡
登
茂
と
田
代
初

一
．
山
岡
登
茂
の
場
合

〈
最
初
の
結
婚
〉

山
岡
登
茂
は
明
治
十
五
年
六
月
に
同
志
社
女
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
岸
和
田
に
戻
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
前
後
か
ら
岸
和
田
伝



一
四

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

道
に
関
係
の
深
か
っ
た
上
原
方
立
仮
牧
師
（
二
十
四
歳
）
と
登
茂
（
十
九
歳
）
の
縁
談
が
纏
ま
り
、
さ
ら
に
お
目
出
度
い
こ
と
に
、
島

之
内
教
会
で
は
上
原
方
立
仮
牧
師
の
按
手
礼
が
執
行
さ
れ
て
明
治
十
七
年
六
月
十
日
に
当
教
会
の
初
代
牧
師
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
三

カ
月
後
の
九
月
に
は
、
山
岡
登
茂
と
結
婚
式
挙
行
と
い
う
お
め
で
た
続
き
だ
っ
た
が
、
新
婚
生
活
一
カ
月
も
満
た
な
い
十
月
十
五
日
、

泉
州
お
よ
び
河
内
の
伝
道
旅
行
中
に
、
方
立
は
腸
チ
フ
ス
に
感
染
し
、
病
臥
数
日
で
他
界
し
た
。
余
り
に
も
痛
ま
し
い
早
死
に
、
新
島

襄
は
登
茂
に
歌
を（

（（
（

添
え
て
お
悔
や
み
状
を
送
っ
て
い
る
（『
新
島
襄
全
集
』
三
、三
二
四
―
五
頁
）。

上
原
は
肥
後
八
代
の
生
ま
れ
で
、
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
信
仰
堅
固
、「
同
志
社
随
一
の
大
雄
弁
家
（
中
略
）、

二
十
貫
大
の
体
を
ゆ
た
か
に
揺
り
、
長
い
手
を
盛
ん
に
動
か
し
、
滔
々
と
満

腔
の
熱
血
を
吐
き
出
す
と
、
満
場
閴
寂
、
忽
ち
に
魅
せ
ら
れ
て
了
ひ
」（『
同

志
社
ロ
ー
マ
ン
ス
』
一
四
五
―
六
頁
）
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
弁
舌
に
長
じ
て
お

り
、
か
つ
、
愛
情
深
い
人
で
あ
っ
た
。

非
常
に
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
牧
師
夫
人
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
登
茂

は
、
夫
と
の
突
然
の
不
遇
な
離
別
の
悲
し
み
を
乗
り
超
え
て
、
明
治
十
八
年

か
ら
二
十
五
年
の
七
年
間
、
自
活
の
道
を
選
ん
だ
。
最
初
は
岡
山
県
高
梁
の

順
正
女
学
校
で
、
英
語
・
音
楽
を
教
え
（
高
梁
で
は
初
め
て
の
オ
ル
ガ
ン
奏

者
で
あ
っ
た
）、校
外
で
は
男
子
や
自
分
よ
り
年
上
の
人（
綱
島
梁
川
も
い
た
）

に
英
語
を
教
え
る
な
ど
し
た
。
そ
の
後
は
大
阪
の
梅
花
女
学
校
で
教
鞭
を

と
っ
た
。

新島襄が上原ともにあてたお悔やみ状 草稿
（新島遺品庫 下 100）



一
五

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

〈
二
度
目
の
結
婚
〉

二
度
目
に
彼
女
が
選
ん
だ
の
も
、
牧
師
夫
人
の
道
で
あ
っ
た
。
夫
と
な
っ
た
の
は
原
忠
美
牧
師
。
岡
山
出
身
、
父
を
七
歳
で
亡

く
し
、
明
治
十
四
年
三
月
、
母
友
子
は
Ｏ
・
ケ
リ
ー
宣
教
師
ら
に
導
か
れ
て
岡
山
組
合
教
会
で
受
洗
し
た
が
、
忠
美
は
同
志
社
英

学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
明
治
十
五
年
二
月
新
島
襄
に
よ
っ
て
同
志
社
教
会
で
受
洗
。
英
学
校
を
卒
業
後
、
神
学
校
に
進
学
。

一
八
八
八
年
六
月
英
語
神
学
科
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
最
晩
年
に
新
島
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
た
新
潟
伝
道
に
赴
き
、
新
発
田
教

会
に
赴
任
し
て
い
た
。（
新
島
が
大
磯
で
療
養
中
に
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
書
い
た
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
十
七
日

付
の
書
簡
二
通
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
潟
に
い
る
原
忠
美
と
長
岡
教
会
の
時
岡
恵
吉
宛
で
あ
る
）。

登
茂
が
忠
美
と
結
婚
し
た
の
は
、
彼
が
新
潟
に
派
遣
さ
れ
て
四
年
目
の
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
四
月
四
日
、
大
阪
教
会

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
二
人
共
に
二
十
七
歳
で
、
登
茂
の
方
が
半
年
姉
さ
ん
女
房
で
あ
っ
た
。
新
潟
は
仏
教
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、

原
夫
妻
は
様
々
な
迫
害
を
受
け
た
上
に
、
新
発
田
に
居
る
間
に
忠
美
の
母
と
第
一
子
（
生
後
四
十
日
）
を
失
っ
た
。
さ
ら
に
忠
美

は
七
年
に
及
ぶ
新
潟
の
寒
気
の
た
め
健
康
を
害
し
、
つ
い
に
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
明
石
組
合
教
会
に
転
任
し
た
。

明
石
教
会
に
移
っ
て
す
ぐ
、
明
治
二
十
八
年
十
月
十
日
に
按
手
礼
を
受
け
、
正
牧
師
と
し
て
牧
会
に
励
ん
で
い
た
が
、
三
年
も

経
た
な
い
内
に
肺
患
に
掛
か
り
、
教
会
の
強
い
慰
留
も
断
っ
て
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
末
に
は
退
職
し
た
。
従
っ
て
、
そ

の
年
か
ら
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
原
の
召
天
ま
で
の
八
年
間
は
無
収
入
で
、
登
茂
は
看
病
の
傍
ら
英
語
を
教
え
、
親
戚
等
の

援
助
を
受
け
て
暮
ら
し
た
が
、
生
活
費
の
半
分
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
夫
妻
は
①
財
政
が
苦
し
い
と
き
に
も
決
し

て
人
に
は
訴
え
な
い
。
た
だ
神
に
の
み
訴
え
る
こ
と
。
②
決
し
て
借
金
を
し
な
い
。
も
し
物
が
な
く
な
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
ら
、
親
子
五
人
餓
死
し
よ
う
。
そ
の
時
は
神
が
死
ね
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
従
う
、
と
決
め
て
、

神
に
委
ね
る
毎
日
を
送
っ
た
。
聖
書
の
「
何
よ
り
も
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
も
の



一
六

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

は
み
な
加
え
て
与
え
ら
れ
る
」（
マ
タ
イ
六
・
三
十
三
）
の
み
言
葉
を
信
じ
て
、
命
が
け
で
そ
れ
を
信
頼
し
て
い
っ
た
ら
、
そ
の
み

言
葉
が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
さ
れ
た
と
、
登
茂
は
言
っ
て
い
た
と
い
う
（『
神
人
合
一
』
二
一
一
頁
、『
平
凡
な
二
世
牧
師
』
七

―
八
頁
）。
結
核
の
夫
の
看
病
に
加
え
て
、
病
気
を
子
供
に
う
つ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
用
心
と
覚
悟
は
さ
ぞ
か
し
大
変
な
も
の

だ
っ
た
ろ
う
。
登
茂
の
母
親
と
し
て
の
底
力
と
揺
る
が
な
い
信
仰
の
証
で
あ
る
。

〈
夫
の
死
後
―
息
子
原
忠
雄
牧
師
と
共
に
―
〉

明
治
四
十
年
十
月
十
四
日
夫
忠
美
が
亨
年
四
十
二
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
て
、
登
茂
は
再
び
寡
婦
と
な
っ
た
。
今
度
は
十
四
歳
を

筆
頭
に
二
男
一
女
が
い
た
の
で
、先
ず
は
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。
生
前
、忠
美
が
神
戸
女
子
神
学
校
で
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
縁
も
あ
り
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
一
月
よ
り
、
登
茂
は
長
女
美よ

し

栄え

を
連
れ
て
神
戸
女
子
神
学
校
に
舎
監
と
し
て

入
居
。
二
男
の
忠
雄
と
三
男
忠
明
は
、
以
前
に
教
会
で
世
話
を
し
た
こ
と
の
あ
る
知
人
（
小
川
平
吉
夫
妻
）
の
家
で
厄
介
に
な
る
。

そ
の
年
四
月
に
忠
雄
は
同
志
社
普
通
部
に
入
学
、
忠
明
は
も
う
一
年
幼
稚
園
時
代
を
小
川
家
で
世
話
に
な
っ
た
の
ち
、
神
戸
に
移
っ

た
。（『
平
凡
な
二
世
牧
師
』
十
三
頁
）。

そ
の
後
十
年
間
、
登
茂
は
女
子
神
学
校
の
舎
監
と
し
て
生
徒
の
指
導
に
あ
た
り
、
忠
雄
が
同
志
社
神
学
校
を
卒
業
し
て
兵
庫
教

会
に
赴
任
す
る
の
を
機
に
、
舎
監
を
辞
し
て
息
子
と
同
居
を
始
め
る
。
二
年
後
忠
雄
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
が
、
そ
の
間
、
登

茂
は
須
磨
教
会
で
婦
人
伝
道
師
と
し
て
森
山
寅
之
助
牧
師
の
下
で
奉
仕
を
し
た
（『
神
人
合
一
』
二
一
七
頁
）。
女
子
神
学
校
舎
監

の
間
の
経
験
か
ら
、
牧
師
夫
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
伝
道
師
と
し
て
の
働
き
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
に
忠
雄
が
留
学
か
ら
帰
国
し
、し
ば
ら
く
岡
山
教
会
で
働
い
て
い
た
間
は
、

再
び
忠
雄
と
共
に
岡
山
に
移
り
住
ん
だ
が
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
忠
雄
が
結
婚
し
、
翌
年
四
月
か
ら
京
都
で
同
志
社
中

学
教
師
（
同
志
社
女
専
で
も
教
え
る
）
と
し
て
働
き
始
め
る
と
、
登
茂
も
京
都
に
移
り
、
今
度
は
母
校
同
志
社
女
学
校
大
和
寮
で



一
七

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
～
三
年
、
三
年
～
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
は
西
常
盤
寮
で
舎
監
と
し
て
働
い
た
。

同
窓
会
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
登
茂
は
神
戸
時
代
は
同
窓
会
神
戸
支
部
長
（
一
九
〇
九
―
一
九
二
一
）
と
し
て
、
京
都
に
移
っ

て
か
ら
は
京
都
支
部
員
と
な
り
、
か
つ
本
部
評
議
員
（
一
九
二
七
―
一
九
三
二
）
と
し
て
、
同
窓
会
の
た
め
に
働
い
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
、
忠
雄
が
台
湾
に
移
住
し
台
北
教
会
牧
師
と
し
て
働
き
始
め
る
と
、
登
茂
は
日
本
と
台
湾
を
往
来
し
な

が
ら
、
同
窓
会
台
北
支
部
長
（
一
九
三
三
―
一
九
四
二
）
の
任
に
も
つ
い
た
。

最
晩
年
は
忠
雄
が
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
に
台
湾
か
ら
帰
国
し
、
尼
崎
教
会
、
綾
部
丹
陽
教
会
で
牧
師
を
し
て
い
る
間
、

太
平
洋
戦
争
末
期
の
空
襲
下
で
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、
登
茂
も
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
た
。
最
期
は
敗
戦
後
一
年
も
経

た
な
い
食
糧
難
の
最
中
の
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
四
月
二
日
、
綾
部
で
召
天
し
た
。
享
年
八
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

同
志
社
女
学
校
卒
業
後
、
登
茂
は
二
度
の
必
ず
し
も
順
調
で
な
か
っ
た
結
婚
生
活
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
牧
師
夫
人
と
し
て
、

伝
道
師
と
し
て
、
女
生
徒
の
舎
監
と
し
て
、
ま
た
、
同
窓
会
の
役
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
、
確
た

る
信
仰
に
基
づ
い
て
果
た
し
、果
敢
に
前
向
き
に
生
き
た
。
ま
た
、夫
が
二
人
と
も
健
康
上
の
理
由
で
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
牧
師
の
仕
事
を
息
子
へ
と
引
き
継
ぎ
、
信
仰
の
導
き
手
の
育
成
と
い
う
重
要
な
役
割
を
も
果
た
し
た
。

二
．
田
代
初
の
場
合

〈
眼
科
医
小
林
春
召
と
の
結
婚
〉

同
志
社
女
学
校
初
期
の
、
日
本
語
に
よ
る
記
録
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
同
志
社
女
学
校
同
窓
会
が
発
足
し
た
の
を

機
に
、
翌
二
十
七
年
か
ら
学
校
と
の
共
編
で
出
版
を
開
始
し
た
『
同
志
社
女
学
校
期
報
』（
以
下
『
期
報
』
と
略
す
）
が
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
残
存
し
て
い
る
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。『
期
報
』
第
一
号
の
時
点
で
田
代
初
は
既
に
小
林
初
に
な
っ
て
お
り
、
住
所
は
大



一
八

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

阪
西
堀
博
労
町
、（
後
に
、
大
阪
東
区
西
横
堀
博
労
町
）
眼
科
病
院
長
小
林
春
召
と
結
婚
、
斉
家
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業
後
十
二
年

も
過
ぎ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼
女
が
結
婚
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
結
婚
の
年
月
日
は
分
か
ら
な
い
。

夫
、
小
林
春
召
に
関
し
て
、
明
治
二
十
年
頃
本
郷
教
会
で
海
老
名
弾
正
牧
師
か
ら
受
洗
し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
（『
本
郷

教
会　

創
立
五
十
年
』
八
十
三
頁
）、
大
阪
に
落
ち
着
い
て
か
ら
の
信
仰
生
活
は
近
辺
の
教
会
史
を
紐
解
い
て
み
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
で
の
眼
科
病
院
開
業
は
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
五
月
六
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
朝
刊
に
大

き
く
広
告
が
出
て
い
る
し
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
の
『
重
宝
記
資
料
集
成
』
第
四
十
巻
一
九
五
頁
に
は
一
頁
を
使
っ
て

病
院
の
絵
入
り
の
広
告
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
、
眼
科
病
院
長
と
し
て
の
名
声
は
相
当
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
上
、「
眼
病
養
生
篇 
附
・
近
視
眼
略
論
」（
明
治
二
十
一
年
九
月
）、「
酒
の
人
身
に
於
け
る
作
用
一
夕
問
答
」（
明
治
二
十
一

年
十
二
月
）、「
近
眼
者
の
心
得
」（
明
治
二
十
三
年
二
月
）
の
三
冊
が
、
何
れ
も
講
演
ま
た
は
口
述
集
と
し
て
、
大
阪
教
会
の
今
村

謙
吉
が
印
刷
者
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
と
し
て
公
開
）。
特
に
二
冊
目
の
「
酒
の
人
身

に
於
け
る
作
用
」
は
、
当
時
の
禁
酒
運
動
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
教
会
に
は
属
さ
な
か
っ
た
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
生

涯
を
送
っ
て
い
た
証
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

小
林
家
は
そ
の
後
「
衛
生
の
た
め
」、
東
成
郡
住
吉
村
字
柿
山
に
転
居
し
て
お
り
、『
期
報
』
二
十
九
号
（
明
治
四
十
三
年
十
二

月
二
十
六
日
）
の
近
況
報
告
で
は
、「
子
供
は
数
人
出
産
致
し
候
へ
ど
も
、
三
人
の
み
成
長
致
し
、
内
長
女
は
一
昨
年
十
七
歳
に
て

死
去
致
し
只
今
十
七
歳
の
男
子
と
十
五
歳
の
女
子
は
岸
和
田
中
学
校
と
梅
花
女
学
校
に
入
学
致
し
居
候
」
と
、
こ
の
頃
は
郷
里
岸

和
田
の
近
く
の
田
園
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
な
お
、
す
で
に
一
期
生
五
人
の
内
、
三
人
が
故
人
と
な
り
、
原
登

茂
姉
と
自
分
だ
け
に
な
っ
た
と
寂
し
さ
を
託
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
六
年
後
の
『
期
報
』
三
十
九
号
（
大
正
五
年
十
二
月
十
日
）
で
は
、
主
人
は
医
業
で
大
阪
に
眼
科
病
院
を
開
業
し
て



一
九

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

三
十
年
に
な
る
が
、
八
，
九
年
前
か
ら
、
家
族
は
住
吉
村
に
住
ん
で
い
る
こ
と
、
長
男
は
洋
画
を
研
究
し
、
次
女
は
一
昨
年
梅
花

女
学
校
を
卒
業
し
て
今
は
家
事
修
業
中
、
と
報
告
し
て
い
る
。
引
っ
越
し
当
時
に
戻
る
が
、
南
海
電
車
玉
出
駅
下
車
の
小
林
家
で

同
窓
会
大
阪
支
部
の
秋
季
例
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
『
期
報
』
二
十
八
号
（
明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
讃
美
歌
次
で
宮
川
次
子
姉
〔
宮
川
経
輝
夫
人
〕
の
祈
祷
を
以
て
楽
し
き
集
は
開
か
れ
ぬ
、
小
林
姉
の
聖
書
朗
読
を
終

り
て
、
正
式
と
し
直
ち
に
親
睦
に
移
る
、
手
入
れ
よ
き
野
菜
畑
、
緑
滴
た
る
如
き
芝
生
の
御
庭
に
古
風
な
亭
の
立
て
る
、
ブ

ラ
ン
コ
の
雨
天
に
さ
ら
さ
れ
た
る
な
ど
を
見
下
し
な
が
ら
、
遠
く
は
摂
津
の
海
を
眺
め
得
ら
る
る
見
晴
し
よ
き
、
二
階
の
御

座
敷
に
並
べ
ら
れ
し
御
馳
走
は
、
皆
姉
妹
方
の
御
好
き
の
品
々
（
中
略
）、
一
座
の
賑
ひ
寄
宿
舎
生
活
に
も
似
通
ひ
て
時
の
移

る
を
も
忘
れ
し
が
、
折
に
聞
ゆ
る
節
面
白
き
楽
器
は
小
林
姉
が
御
心
づ
く
し
の
蓄
音
器
と
ぞ
（
後
略
）（
三
十
―
三
十
一
頁
）

十
七
歳
で
亡
く
し
た
長
女
へ
の
思
い
か
ら
も
、
特
に
家
族
の
健
康
に
配
慮
し
、
物
心
両
面
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
報
告
文
で
あ
る
。

〈
同
窓
会
大
阪
支
部
長
と
し
て
〉

同
志
社
女
学
校
同
窓
会
は
、
卒
業
生
が
特
別
会
員
を
含
め
て
、
や
っ
と
一
〇
〇
人
近
く
な
っ
た
明
治
二
十
六
年
に
組
織
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
卒
業
生
の
数
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
徐
々
に
全
国
に
支
部
会
が
結
成
さ
れ
て
い
く
。
四
年
後
の
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
に
支
部
会
第
一
号
と
し
て
発
足
し
た
の
が
、
大
阪
部
会
（
こ
の
年
に
大
阪
・
東
京
・
京
都
と
相
次
い
で
部
会
が
結
成
）

で
あ
り
、
初
は
初
代
の
支
部
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

『
期
報
』
八
号
（
明
治
三
十
年
六
月
二
十
四
日
）
で
は
、
先
月
同
窓
会
大
阪
部
会
が
組
織
さ
れ
、
小
林
初
子
が
会
長
に
選
出
さ
れ



二
〇

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

た
こ
と
、
京
都
か
ら
は
教
頭
松
浦
政
泰
と
舎
監
三
樹
東
子
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
と
き
の
様
子
を
以
下
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

席
上
我
校
の
太
古
史
談
も
出
て
（
中
略
）、
驢
馬
乗
り
や
、
弓
の
運
動
、
玻
璃
拭
や
草
取
り
の
罰
則
、
或
は
高
笑
し
て
教
師
の

お
目
玉
を
戴
き
た
る
、
或
は
窓
よ
り
隣
寺
の
坊
主
の
働
く
を
見
た
り
し
が
為
臨
時
警
鐘
鳴
り
て
一
同
戒
を
受
け
た
る
、
実
に

封
建
時
代
の
刑
法
は
厳
し
く
し
て
今
の
立
憲
制
度
と
は
同
日
の
談
に
あ
ら
ざ
り
け
り
。
互
に
隔
な
く
語
り
て
且
つ
笑
ひ
且
つ

戒
し
め
、
快
も
多
く
益
も
多
か
り
き
。（
十
三
頁
）

卒
業
後
数
十
年
経
っ
て
な
お
、
昔
の
寮
生
活
を
い
と
お
し
み
、
学
年
を
超
え
て
母
校
を
懐
か
し
む
同
志
社
女
子
部
な
ら
で
は
の
、

い
と
も
楽
し
そ
う
な
集
い
の
記
述
で
あ
る
。
以
後
初
は
、
支
部
長
を
交
替
し
て
い
る
年
も
あ
る
が
、
大
阪
部
会
の
集
い
に
は
殆
ど

皆
出
席
で
、
い
つ
も
出
席
者
名
の
中
に
名
前
が
あ
る
。
ま
た
毎
年
の
よ
う
に
、
初
は
本
部
宛
に
年
賀
状
を
送
っ
て
い
た
こ
と
、
同

窓
会
費
お
よ
び
寄
附
金
を
き
ち
ん
と
納
入
し
て
い
る
記
事
が
続
く
。

最
後
に
現
役
の
小
林
初
子
の
消
息
が
記
さ
れ
る
の
は
、『
期
報
』
四
十
五
号
（
大
正
九
年
八
月
五
日
）
で
あ
り
、
阪
神
連
合
同
窓

会
記
事
（
魚
崎　

岡
島
千
代
子
宅
）
の
中
で
あ
る
。
大
正
九
年
五
月
八
日
に
本
部
よ
り
松
田
道
校
長
を
迎
え
て
例
会
を
催
し
た
。

折
悪
く
母
堂
が
ご
病
気
中
で
原
［
登
茂
］
姉
は
欠
席
さ
れ
た
が
、
大
阪
支
部
長
の
小
林
姉
司
会
の
下
に
讃
美
歌
祈
祷
、
ま
た
「
最

後
に
小
林
姉
の
母
校
及
同
窓
生
の
為
の
切
な
る
祈
あ
り
て
会
を
閉
」
じ
た
（
六
十
六
―
六
十
七
頁
）。
閉
会
後
は
パ
ー
ミ
リ
ー
姉
の

希
望
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
遊
ん
だ
り
、
有
志
は
連
れ
だ
っ
て
海
岸
に
出
て
新
鮮
な
る
空
気
を
呼
吸
し
つ
つ
今
昔
の
話
に
興
じ
た
と
、

い
つ
も
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
会
の
雰
囲
気
を
初
も
十
分
に
楽
し
ん
だ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。



二
一

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

と
こ
ろ
が
、
六
年
後
の
『
期
報
』
五
十
一
号
（
大
正
十
五
年
七
月
八
日
）
の
大
阪
支
部
報
告
で
は
、
大
正
十
四
年
十
月
十
七
日

に
「
母
校
第
一
回
の
卒
業
生
で
、
多
年
大
阪
支
部
会
会
長
と
し
て
功
労
甚
大
で
あ
っ
た
故
小
林
初
子
姉
の
追
悼
会
」
と
大
連
か
ら

転
任
さ
れ
た
牧
野
し
げ
い
姉
一
家
の
歓
迎
会
を
兼
ね
た
秋
季
例
会
が
堂
島
川
畔
堂
ビ
ル
五
階
の
中
山
文
化
研
究
所
婦
人
集
会
室
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
当
日
万
障
繰
合
し
て
御
来
臨
の
故
小
林
初
子
姉
の
御
令
息
の
懇
ろ
な
御
答

辞
と
、
御
母
君
御
発
病
か
ら
御
永
眠
迄
の
御
様
子
や
、
日
常
の
御
生
活
に
就
て
の
細
々
の
御
話
が
あ
り
、
実
に
其
の
寡
言
実
行
、

終
始
一
貫
し
た
信
仰
の
御
一
生
涯
は
聞
く
人
に
涙
を
そ
ヽ
り
、
深
い
深
い
教
訓
と
感
銘
を
与
へ
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
岡
本
姉
始
め
二
三
、
故
人
と
特
に
御
親
交
の
あ
っ
た
方
々
の
涙
な
が
ら
の
感
話
が
あ
り
、
故
人
の
愛
誦
さ
れ
た
三
〇
九
番

を
歌
ひ
一
先
ず
第
一
部
を
閉
じ
ま
し
た
」（
二
〇
三
頁
）（
以
上　

太
字
坂
本
）
と
、
そ
の
年
の
大
阪
支
部
開
催
以
前
の
小
林
初
の

死
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
日
時
は
不
明
で
あ
る
。

山
岡
登
茂
の
生
年
月
日
を
参
照
し
て
初
の
年
齢
を
推
し
量
る
と
、
亡
く
な
っ
た
の
は
六
十
歳
前
後
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
登
茂
の

よ
う
に
、
牧
師
夫
人
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
関
わ
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
家
庭
の
中
で
、
ま
た
同
窓
会
支
部
長
と
し
て
奉
仕
す

る
中
で
「
終
始
一
貫
し
た
信
仰
」
生
活
を
守
り
、
そ
の
感
化
を
家
族
や
同
窓
生
に
及
ぼ
し
た
の
が
、
初
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

小
論
で
は
、
岸
和
田
藩
主
岡
部
長
職
と
新
島
襄
と
の
奇
し
き
縁
で
始
ま
っ
た
明
治
初
期
の
岸
和
田
伝
道
と
同
志
社
と
の
関
係
を
、

特
に
女
学
校
第
一
期
生
と
な
っ
た
岸
和
田
出
身
の
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
二
人
の
生
涯
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
同
志
社
女
学
校
で

の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
が
卒
業
後
の
生
き
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
検
証
し
た
。

二
人
と
も
結
婚
し
て
子
供
数
人
を
生
み
な
が
ら
、
そ
の
半
数
近
く
を
失
っ
た
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
牧
師
夫
人
と
し
て
生



二
二

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

涯
直
接
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
携
わ
っ
た
山
岡
登
茂
と
、
眼
科
医
の
妻
と
し
て
、
家
庭
の
中
で
、
ま
た
卒
業
生
の
集
ま
り
の
中
で

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
証
を
し
た
田
代
初
は
、
あ
る
意
味
で
対
照
的
な
生
涯
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
人
と
も
生
涯
母
校
の
大
先

輩
と
し
て
の
模
範
で
あ
り
、
か
つ
岸
和
田
を
代
表
す
る
士
族
の
娘
と
し
て
郷
里
の
誇
り
う
る
先
達
で
あ
っ
た
。

二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
妹
、
山
岡
京
と
田
代
つ
ぎ
は
、「
岸
和
田
の
少
女
た
ち
」
と
し
て
い
っ
た
ん
は
姉
と
共
に
同
志
社
女
学
校
で

学
ん
だ
後
、
結
局
二
人
共
東
京
に
出
て
、
別
の
学
校
を
卒
業
し
た（

（（
（

。

何
れ
に
し
ろ
、
明
治
の
初
め
に
岸
和
田
で
蒔
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
初
穂
と
し
て
、
山
岡
姉
妹
と
田
代
姉
妹
が
同
志
社
女

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
、
そ
の
内
、
登
茂
と
初
は
、
第
一
期
卒
業
生
と
し
て
、
後
に
続
く
何
万
人
も
の
卒
業
生
の
魁
と
し
て
、
信
仰

に
基
づ
く
生
涯
を
生
き
抜
い
た
意
義
は
大
き
い
。

山
岡
登
茂
が
卒
業
エ
ッ
セ
ー
で
書
き
記
し
た
「
責
任
」
を
、
二
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
、
立
派
に
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。

註　（
１
）	

萩
原
俊
彦
「
明
治
十
年
代　

泉
州
岸
和
田
に
お
け
る　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
と　

士
族
信
徒　

山
岡
尹
方
に
つ
い
て
（
一
）」『
澤
山
保
羅
研
究
』
三

梅
花
学
園　

一
九
七
〇
年

	

　

〃　
　
「
明
治
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
―
特
に
岸
和
田
に
お
け
る
山
岡
尹
方
の
貢
献
に
つ
い
て
―
」（『
史
朋
』
九
・
十
号　

一
九
七
四
・
七
五
年
）

（
２
）	

時
習
社
と
は
、
廃
藩
置
県
後
の
岸
和
田
藩
士
族
た
ち
が
、
新
し
い
時
代
の
中
で
生
き
て
行
く
の
に
必
要
な
知
識
や
情
報
の
収
集
の
た
め
に
起
こ

し
た
研
究
会
の
よ
う
な
も
の
で
、
初
め
は
「
話
会
」（
明
治
九
年
四
月
二
十
一
日
）、
翌
年
一
月
か
ら
は
「
研
究
会
」
ま
た
は
「
研
究
集
会
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、同
年
七
月
に
は
、研
究
会
の
社
則
を
決
め
、か
つ
会
の
名
称
を
旧
主
岡
部
長
職
の
館
邸
号
か
ら
「
時
習
社
」
と
名
付
け
た
。

開
業
式
で
は
熊
沢
・
山
岡
ら
旧
藩
士
中
心
の
結
社
で
あ
っ
た
が
、四
民
の
別
な
く
有
志
者
は
入
社
で
き
た
。
時
習
社
で
は
、研
究
会
の
時
も
含
め
て
、

月
に
一
～
二
回
の
割
で
演
説
会
を
開
催
し
た
。
演
説
会
の
内
容
は
い
わ
ゆ
る
自
由
民
権
運
動
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
岸
和
田
に
お
け
る
民
権
結

社
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
時
習
社
が
、キ
リ
ス
ト
教
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
行
く
。（
以
上
、『
熊
沢
友
雄
日
記
』（
一
）
～
（
四
）



二
三

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

岸
和
田
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
八
―
二
〇
一
一
参
照
）

（
３
）	

七
名
全
員
の
名
前
は
確
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
男
子
の
一
人
は
山
岡
尹
方
の
甥
田
中
兎
毛
、
女
子
は
山
岡
と
も
で
あ
っ
た
（
萩
原
「
明

治
十
年
代
…
」
一
四
五
頁
）。

（
４
）	
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一　

八
三　
「
同
志
社
英
学
校
校
則
並
教
則
稿
」（
二
八
二
～
三
頁
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
校
則
・
教
則
は
、

実
は
、
岸
和
田
の
「
時
習
舎
英
和
学
校
舍
則
並
教
則
稿
」
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。

	

理
由
①　

手
書
き
資
料
の
用
紙
は
、
第
五
一
国
立
銀
行
用
箋
で
あ
る

	

　
　

②　

教
則
第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
英
学
と
皇
漢
学
と
の
二
本
立
て
で
あ
り
、
明
治
十
三
年
三
月
十
八
日
に
堺
県
に
提
出
さ
れ
た
時
習
舎

の
「
私
塾
開
設
御
届
」
に
記
さ
れ
て
い
る
舎
則
と
教
則
（
萩
原
「
明
治
前
期
」
六
十
八
―
七
十
一
頁
）
に
酷
似
し
て
い
る

	

　
　

③　

英
学
の
科
目
に
同
志
社
英
学
校
と
の
重
な
り
は
あ
る
が
、
下
村
孝
太
郎
が
時
習
舎
英
学
部
門
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

同
志
社
英
学
校
と
の
共
通
性
は
当
然
あ
り
う
る

	

　
　

④　

新
島
か
ら
山
岡
尹
方
宛
書
簡
（
明
治
十
三
年
四
月
十
二
日
付
）
の
中
に
、「
先
日
者
貴
書
並
御
校
則
御
遣
被
下
、難
有
奉
存
候
、（
中
略
）

右
御
校
之
義
ハ
実
ニ
大
見
事
ト
奉
祝
賀
候
、」（『
新
島
襄
と
山
岡
家
の
人
々
』
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料
館
図
録　

二
〇
〇
一
年
）
と

あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
形
で
、
山
岡
尹
方
か
ら
「
時
習
舎
」
の
校
則
が
新
島
に
送
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
５
）	

「
こ
の
頃
、
大
阪
周
辺
に
居
住
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
体
勢
が
整
う
ま
で
、
大
阪
市
中
の
教
会
に
出
む
い
て
、
洗
礼
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
伊
勢
方
面
の
志
願
者
は
天
満
教
会
で
、
郡
山
方
面
の
人
は
、
浪
華
教
会
で
、
堺
、
岸
和
田
な
ど
の
泉
州
の
者
は
、
島
ノ
内
教
会

に
お
い
て
受
洗
す
る
よ
う
、
区
分
さ
れ
て
い
た
」（『
岸
和
田
教
会
百
年
史
』
三
十
―
三
十
一
頁
）

（
６
）	

日
付
、
受
洗
者
数
な
ど
は
『
岸
和
田
教
会
百
年
史
』
の
「
年
表
」（
六
六
五
頁
）
で
な
く
、「
会
員
一
覧
表
」（
八
一
七
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
７
）	

関
西
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
は
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
五
月
開
港
場
路
線
と
し
て
、
大
阪
―
神
戸
間
が
開
業
し
、
さ
ら
に
三
年
後
、
明
治
十

年
二
月
、
京
都
―
大
阪
―
神
戸
間
が
開
通
し
た
。
明
治
十
一
年
九
月
三
十
一
日
に
、
山
崎
為
徳
が
岸
和
田
伝
道
を
終
え
て
、
京
都
の
同
志
社
に
帰

る
際
に
は
、
朝
、
岸
和
田
を
人
力
車
で
出
発
、
大
阪
か
ら
鉄
道
に
乗
り
、
そ
の
日
の
午
後
帰
京
し
て
い
る
（『
岸
和
田
教
会
百
年
史
』
一
〇
八
頁
）。

岸
和
田
―
大
阪
間
を
馬
車
利
用
の
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
（
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
）。

（
８
）	

同
志
社
女
学
校
の
正
式
な
校
長
は
新
島
襄
で
あ
る
が
、
宣
教
師
文
書
の
中
で
「
京
都
ホ
ー
ム
」
の
教
育
お
よ
び
経
営
の
責
任
者
は
女
性
宣
教
師

と
位
置
づ
け
ら
れ
、”principal

”
ま
た
は “head

”
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
カ
ッ
コ
付
き
で
「
校
長
」
と
表
記
し
た
。



二
四

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

（
９
）	H

anna M
ore

（1745

―1833

）
18
―
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
女
子
教
育
者
。
19
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
女
子
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

彼
女
の
教
育
論
の
中
心
は
、
徹
底
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
女
性
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
奢
侈
を
戒
め
世
俗
的
な
生
き
方
を
慎
み
、
堅
実
な
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
に
な
る
こ
と
を
奨
め
た
。

（
10
）	M

ary Lyon

（1797

―1849

）
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
女
子
教
員
養
成
の
た
め
の
学
校
、Mount H

olyoke Sem
inary 

の
創
設
者
。
セ
ミ
ナ
リ
ー

で
は
、
全
寮
制
を
取
り
入
れ
て
徹
底
し
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
中
で
最
も
多
く
の
女
性
宣
教
師
を
海
外
に
送
り
出
し
た
。

（
11
）	
第
一
回
卒
業
生
五
名
の
う
ち
、
山
岡
登
茂
以
外
に
、
河
辺
外
居
の
エ
ッ
セ
ー
「
生
命
之
進
路
」
も
残
っ
て
い
る
。

（
12
）	
京
都
第
一
公
会
の
名
簿
に
よ
る
と
、
明
治
十
三
年
三
月
八
日
受
洗
者
と
し
て
七
名
の
女
性
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
京
都
ホ
ー
ム

関
係
の
生
徒
名
は
「
山
岡
供
、
本
間
春
、
田
代
初
、
土
田
常
、
川
辺
外
居
」（
漢
字
は
名
簿
記
載
の
マ
マ
）
で
あ
る
。

（
13
）	

「
咲
初
て
末
タ
日
も
経
さ
る
山
桜　

け
さ
の
嵐
に
散
り
果
ぬ
と
は
」
新
島
襄

（
14
）	

二
人
の
妹
で
、
同
志
社
女
学
校
を
中
退
し
た
山
岡
京
と
田
代
つ
ぎ
に
つ
い
て
、
今
回
、
青
山
学
院
資
料
室
の
ご
協
力
に
よ
り
、
そ
の
後
の
消
息

が
判
明
し
た
。
先
ず
、「
青
山
女
学
院
」
に
な
る
ま
で
の
校
名
の
変
遷
を
辿
る
と
、明
治
七
（
一
八
七
四
）
年　

女
子
小
学
校
、明
治
八
（
一
八
七
五
）

年　

救
世
学
校
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年　

海
岸
女
学
校
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年　

東
京
英
和
女
学
校
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）

年　

青
山
女
学
院
で
あ
る
。

	

田
代
つ
ぎ
は
「
海
岸
女
学
校
」
を
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
五
月
に
卒
業
。「
仲
間
の
一
人
お
つ
ぎ
さ
ん
、
田
代
つ
ぎ
は
一
八
八
七
年
三
月
十

日
十
八
歳
で
永
眠
し
た
。
つ
ぎ
は
、
京
都
組
合
教
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
［
同
志
社
女
学
校
］
に
学
ん
だ
が
、
当
時
若
い
者
が
誰
し
も
望

ん
だ
よ
う
に
首
都
東
京
に
あ
こ
が
れ
上
京
、
一
八
八
三
年
九
月
本
校
に
入
学
、
一
八
八
六
年
五
月
英
学
科
卒
業
後
、
日
本
学
科
上
級
に
在
学
し
、

今
年
（
一
八
八
七
年
）
五
月
卒
業
予
定
で
あ
っ
た
。
回
心
し
て
受
洗
し
、
毎
朝
学
校
の
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
を
教
え
、
ま
た
、
三
田
の
日
曜
学
校

の
有
能
な
助
手
で
あ
っ
た
。
肺
結
核
の
発
見
が
お
く
れ
た
た
め
、
父
親
が
大
阪
か
ら
上
京
し
、
つ
ぎ
を
熱
海
に
転
地
療
養
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

そ
れ
も
空
し
く
急
逝
し
た
。
遺
骸
は
学
校
に
帰
り
多
く
の
友
に
囲
ま
れ
つ
つ
、
本
田
牧
師
、
ソ
ー
パ
ー
師
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
儀
を
営
み
、

青
山
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
―
ワ
ト
ソ
ン
の
手
記
に
よ
る
―
」（
青
山
さ
ゆ
り
会
編
『
青
山
女
学
院
史
』
一
九
七
三
年 

五
十
頁
）

	

山
岡
京
は
「
東
京
英
和
女
学
校
」
を
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
六
月
に
卒
業
（
第
一
回
卒
業
生
）。
卒
業
後
、
郷
里
に
戻
っ
て
梅
花
女
学
校

で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
十
月
十
九
日
、
加
藤
勇
次
郎
（
熊
本
バ
ン
ド
で
同
志
社
英
学
校
第
一
回
卒
業
生
の
一
人
。



二
五

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

明
治
十
二
年
―
十
五
年
同
志
社
女
学
校
の
教
諭
と
な
り
、
主
と
し
て
理
数
科
目
を
教
え
る
）
と
結
婚
。
加
藤
は
一
八
九
〇
年
同
志
社
校
友
会
創
設

時
の
初
代
会
長
。
後
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
留
学
、
帰
国
後
短
期
間
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
物
理
学
教
授
を
勤
め
た
。
結
婚
当
時
は
京

都
市
水
利
事
務
所
長
で
、
二
人
は
京
都
市
新
烏
丸
上
切
通
東
入
る
に
住
み
、
京
は
同
志
社
同
窓
会
京
都
部
会
長
を
勤
め
た
。
一
九
〇
八
年
東
洋
商

会
経
営
の
夫
に
つ
い
て
門
司
市
に
移
り
、「
二
人
の
子
供
の
教
育
に
専
ら
つ
と
め
、
教
会
に
行
く
以
外
は
殆
ど
交
際
を
」
せ
ず
、「
紡
績
紬
で
類
の

な
い
反
物
を
織
る
（
中
略
）
職
人
」
の
よ
う
な
生
活
で
、
あ
ち
こ
ち
よ
り
注
文
が
多
く
多
忙
で
あ
る
が
、「
信
者
の
名
に
疵
を
つ
け
な
い
様
に
つ

と
め
て
居
ま
す
」
と
近
況
の
報
告
を
し
て
い
る
（『
青
山
女
学
院
校
友
会
会
報
』
十
六　

大
正
三
年
五
月
）。
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二
六

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

	

原　

忠
美
『
神
人
合
一
』
明
治
三
十
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
翻
刻
）

	

原　

忠
雄
『
平
凡
な
二
世
牧
師
の
記
録
―
原　

忠
雄
の
自
伝
―
』
昭
和
五
十
一
年

	

本
井
康
博
『
近
代
新
潟
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
新
潟
教
会
創
立
百
二
十
年
記
念　

思
文
閣　

二
〇
〇
六
年　

	

『
青
山
女
学
院
史
』
青
山
さ
ゆ
り
会　

昭
和
四
十
八
年

	
松
浦
政
泰
『
同
志
社
ロ
ー
マ
ン
ス
』
大
正
七
年

	
『
新
島
襄
全
集
』
三
・
六
・
九
巻

	

『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一　

	

『
七
一
雑
報
』

	

（
明
治
十
一
年
七
月
二
十
六
日
・
八
月
九
日
・
九
月
十
三
日
・
九
月
二
十
日
・
十
一
月
八
日
・
十
一
月
十
五
日
・
十
二
月
二
十
日
・
明
治
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七
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治
十
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年
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二
十
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明
治
十
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年
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月
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・
明
治
十
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年
四
月
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四
日
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志
社
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校
期
報
』
一
・
八
・
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
九
・
四
十
五
・
五
十
一
号

	

萩
原
俊
彦
「
明
治
十
年
代　

泉
州
岸
和
田
に
お
け
る　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
と　

士
族
信
徒　

山
岡
尹
方
に
つ
い
て
（
一
）」『
澤
山
保
羅
研
究
』
三

　

梅
花
学
園　

一
九
七
〇
年

	

萩
原
俊
彦
「
明
治
前
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
―
特
に
岸
和
田
に
お
け
る
山
岡
尹
方
の
貢
献
に
つ
い
て
―
」『
史
朋
』
九
・
十
号
（
一
九
七
四
・
一

九
七
五
年
）

	

坂
本
清
音
編
著
『
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
時
代
の
同
志
社
女
学
校
（
一
八
七
六
年
―
一
八
九
三
年
）
―
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
文
書
を
ベ
ー

ス
に
し
て
―
』
上
巻　

同
志
社
女
子
大
学
史
料
室
叢
書
Ⅱ　

二
〇
一
〇
年

〈
謝
辞
〉

本
論
お
よ
び
山
岡
家
・
原
家
関
係
系
図
作
成
に
当
た
り
、
梅
花
学
園
長
原
忠
和
氏
に
多
く
の
資
料
提
供
を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



二
七

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

［
付
記
］

Ⅰ　

山
岡
家
・
原
家
関
係
系
図
（
上
半
部
は
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料
館
編
『
新
島
襄
と
山
岡
家
の
人
々
』
六
十
頁
を
参
照
し
て
作
成
）

 Ⅱ
．
登
茂
の
果
た
し
た
「
責
任
」

一
．
山
岡
登
茂
の
卒
業
エ
ッ
セ
ー
「
責
任
」

初
期
の
女
学
校
生
が
全
員
卒
業
式
に
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
エ
ッ
セ
ー
の
中
で
、
好
運
な
こ
と
に
山
岡
登
茂
の
エ
ッ
セ
ー
「
責

任
」
の
原
本
が
新
島
遺
品
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
考
え
た
「
責
任
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
、
彼
女
の

生
き
た
時
代
の
中
で
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
遂
行
さ
れ
た
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
登
茂
が
同
志
社
女
学
校
で
得
た
も
の

の
成
果
を
検
証
し
て
み
た
い
。「
責
任
」
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
責
任
に
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
人
に
対
す
る
（
直
接
人
に
尽
く
す
）
責
任
、
他
は
、
人
の
た
め
に
す
る
（
他
人

の
幸
福
を
保
護
増
進
す
る
）
責
任
で
あ
る
。
今
や
女
子
も
教
育
を
受
け
る
時
代
と
な
っ
た
。
幸
運
に
も
、
自
分
は
同
胞
女
子
に
先

ん
じ
て
教
育
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
の
招
き
に
従
う
者
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
愛
す
る
同
胞
に
教
育
の
必
要
を
示
し
、
キ
リ
ス
ト
の

愛
を
尊
ば
し
め
る
こ
と
が
、
千
七
百
有
余
万
［
当
時
、
日
本
の
人
口
は
約
三
五
〇
〇
万
］
の
姉
妹
の
た
め
に
有
す
る
自
分
の
責
任

で
あ
る

単
に
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
女
性
全
体
に
対
す
る
、
教
育
を
受
け
た
女
性
の
責
任
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
ま
さ
に
、

日
本
の
女
性
の
先
頭
に
立
っ
て
歩
む
人
生
を
引
き
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
の
女
性
の
中
で
も
、
ま
た
同
志



二
八

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

社
女
学
校
の
な
か
で
も
、
非
常
に
早
い
時
期
に
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
い
、
京
都
ホ
ー
ム
と
い
う
生
活
の
場
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
え
と
生
き
方
を
身
に
つ
け
た
者
、
す
な
わ
ち
「
基
督
の
招
き
に
従
う
も
の
と
な
っ
た
」
自
分
の
「
責
任
」
を
ど
の
よ
う
な

形
で
取
ろ
う
と
し
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
て
、
具
体
的
に
見
て
行
き
た
い
。

二
．
卒
業
後
牧
師
夫
人
と
な
っ
て
か
ら
の
、「
責
任
」
あ
る
生
き
方

登
茂
は
、
わ
ず
か
数
週
間
に
終
わ
っ
た
上
原
方
立
牧
師
と
の
最
初
の
結
婚
後
も
、
す
ぐ
に
岡
山
県
高
梁
に
あ
る
順
正
女
学
校
で
、

そ
の
後
は
大
阪
の
梅
花
女
学
校
で
、
音
楽
と
英
語
の
教
師
と
し
て
働
い
た
。
そ
れ
ら
は
同
志
社
女
学
校
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
身
に

つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
技
能
で
あ
っ
た
が
、
登
茂
は
自
ら
の
責
任
と
し
て
、
自
活
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二

度
目
の
夫
、
原
忠
美
牧
師
を
天
に
送
っ
て
の
ち
、
長
女
を
連
れ
て
十
年
余
、
神
戸
女
子
神
学
校
の
舎
監
と
し
て
、
さ
ら
に
、
同
志

社
女
学
校
の
舎
監
と
し
て
も
働
い
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
自
活
し
つ
つ
、
彼
女
が
持
っ
て
い
る
影
響
力
を
周
囲
の
女
性
た
ち
に
発

揮
す
る
道
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
時
に
感
じ
て
い
た
人
に
対
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
、
生
涯
、
同
窓
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
い
う
形
で
、
後
に
続
く

後
輩
た
ち
に
、
母
校
に
対
す
る
卒
業
生
の
責
任
と
役
割
を
、
行
動
を
も
っ
て
表
し
た
。
同
窓
会
評
議
員
の
時
代
に
は
、
同
窓
会
の

催
す
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
卒
業
式
当
日
に
開
か
れ
る
総
会
な
ら
び
に
新
入
会
員
歓
迎
会
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
、
聖
書
朗
読
・

祈
祷
の
役
を
務
め
た
。
こ
れ
ら
は
特
に
、
登
茂
が
牧
師
夫
人
と
し
て
の
経
験
を
基
に
果
た
し
た
役
割
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
息
子
が
長
じ
て
牧
師
に
な
っ
た
と
き
は
、
教
会
で
一
緒
に
暮
ら
し
、
人
に
知
ら
せ
ず
、
困
っ
て
い
る
人
の
世
話
を
よ
く

し
た
。
登
茂
は
四
十
歳
く
ら
い
で
髪
の
毛
が
白
く
な
っ
て
お
り
、
人
は
夫
の
看
病
と
貧
苦
で
苦
し
ん
だ
結
果
だ
ろ
う
と
話
し
て
い

た
が
、
母
は
苦
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
一
度
も
息
子
に
語
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
貧
し
い
中
で
も
、
他
の
人
々
と



二
九

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

食
べ
物
を
分
け
合
い
、
苦
学
生
の
た
め
に
は
毎
月
学
資
を
送
る
な
ど
し
て
い
た
。

登
茂
の
生
涯
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
き
に
、彼
女
が
女
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
に
抱
い
た
、日
本
の
女
性
全
体
に
対
す
る
「
責
任
」

の
思
い
は
、
日
本
社
会
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
、
先
頭
に
立
っ
て
同
胞
を
導
く
と
い
う
形
で
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

非
常
に
早
い
時
期
に
、
同
志
社
女
学
校
で
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
受
け
、「
キ
リ
ス
ト
の
招
き
に
従
う
も
の
」
と
な
っ
た
責
任
は
、
同

窓
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
母
校
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
発
展
の
た
め
に
、
卒
業
生
同
士
の
連
帯
の
た
め
に
貢
献
す

る
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ
た
し
、
牧
師
夫
人
と
し
て
、
夫
の
働
き
を
支
え
、
教
会
や
学
校
に
集
ま
っ
て
来
る
一
人
一
人
の
「
最
も

小
さ
い
者
」
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
愛
を
実
践
す
る
と
い
う
生
活
を
通
し
て
、
身
近
な
所
で
、
一
つ
一
つ
責
任
を
果
た
し

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

息
子
忠
雄
を
夫
の
後
継
者
と
し
て
立
派
な
「
二
世
牧
師
」
に
育
て
た
こ
と
も
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
登
茂
の
大
き
な

貢
献
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
原
家
は
忠
美
・
忠
雄
・
忠
和
・
牧
人
と
和
人
と
、
四
代
に
渡
る
牧
師
一
家
で
あ
る
。



()

()



初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―

付Ⅱ・山岡ともが同志社女学校卒業時に書いたエッセー「責任」原稿
（新島遺品庫 上0148）




